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https://www.100test.com/kao_ti2020/146/2021_2022__E5_B0_8F_

E8_AF_AD_E7_A7_8D_E6_c105_146537.htm １） ひとりの子

どものです。 仕事で疲れきって、家ではごろごろしてテレ

ビばかりをている父はあまり存在感がない、まるで透明人

みたいだ、というこの文章がありました。 （①これ）では

いけない。子どもたちに、父がいている姿をせたらどうか

。そういう意もあって、ある母は子どもをれて、父がく工

へ行くのです。 その子が参のをきました。 「友のおとうさ

んが、どこかのさんだとか、放送局につとめているとかい

うとき、私はいつもだまっていました。「わたしのおとう

さんは工のコックさんだ」というのが、なんだか（②はず

かしくてならなかった）のです。でも、わたしは、きょう

からそれが（③）いえるようながします」その子は初めて

、白いコック帽をかぶった父のいている姿をます。野菜サ

ラダを作っている。びっくりするほど早い手つきでてきぱ

きと仕事をすすめている。 「今まで、あんなお父さんをた

ことがありませんでした。何か④よその人のようながする

くらいでした。でも、やっぱりわたしのおとうさんでした

。おとうさんは、ずかしそうななどちっともしていません

。わたしだけが、何でずかしがっていたのかと思うと、何

かわるいことをしていたようながしました」 お昼のサイレ

ンがる。大の工さんたちが集まる。「大の工さんたちが、

待ちえていたように食べてい るのをると、わたしまでなん

だかうれしくなりました。（⑥みんな）残さず食べてもら



えるかと、じっとそれをていました」 を踏んだことで、子

どもの父がわるのです。みんなが残さずに食べてくれるだ

ろうか？そう思ってじっとている子の（⑦心の音がわって

きます）。「お父さんのく所」というで、子どもは家にい

る父とはの父に出会うことができたのです。 注１ごろごろ

する： 特に仕事もしないでごす。 注２参の： 学したときの

ことをいた文章 注３手つき： 手のかし方 注４てきぱきと：

切にどんどん仕事をめていくようす 注５待ちえる： すぐに

できる姿で待つ 注６父： 父についての方 １①「これ」は、

何を指すか。 １父がいえでテレビばかりていること ２父が

仕事で疲れきっていること ３子どもが父の存在を感じない

こと ４子どもが父のく工へ行くこと ２②「ずかしくてなら

なかった」のは、なぜか。 １テレビばかりている父に料理

ができるとは思えなかったから ２コックさんなのに、家で

は疲れていて全然料理をしようとしないから ３コックさん

といっても、放送局ではなくて工のコックさんだから ４友

にいえるような立派な仕事を父がしているとは思えなかっ

たから ３（③）に入る当なことばをびなさい。 １平で ２ま

すます ３がんばれば ４じょうずに ４④「よその人のような

がするくらいでした」とあるが、それはなぜか。 １家で何

もしない父が生き生きと仕事をしていたから ２子どもが来

たのに父がして仕事をしていたから ３父が会社のか放送局

の人のようにえたから ４父に白いコック帽があまり似合っ

ていなかったから ５⑤「わるい」というのはここではどん

な意味か。 １友にたいしてずるい ２父に感したい ３友にし

てひきょうだ ４父にもうしわけない ６⑥「みんな」は何を



指すか。 １工さんたち ２コックさんたち ３子どもたち ４

工の昼食 ７⑦「心の音がわってきます」とあるが、ここで

はどういうことか。 １子どもの心の音が工の人にこえるこ

と ２どきどきしているようすがんでいる人に分かること ３

はきはきしているようすがんでいる人に想像できること ４

びっくりしているようすが工の人に感じられること 正解 １

—３ ２—４ ３—１ ４—１５—４ ６—４ ７—２ （２） 液体

としてのＨ２Ｏを表すとして、日本には「」と？水」があ

る。この合、というもの、水というものの区がまずはっき

りとあって、それにしてそれぞれ「」および「水」という

名前がつけられているというふうに普通考えられる。これ

は、ごく当たり前の方であり、たしかにそういう面もある

。しかし、よく考えてみると、これによってすべて明がつ

くわけではないことがわかってくる。（この方にった合）

、あらかじめ存在するとられるとは一体なんか、また、水

とは何かを考えてみると、は温かいもの、そして水は冷た

いものという程度の漠然としたことはいえても、では、何

度以上がで、何度意以下が水かということになると、はっ

きりとめることはできない？つまり、自然界には、水との

明な区分というものは本来存在しないのである。 注１？」

および「水」： 「」と「水」 注２あらかじめ： もともと、

はじめから 注３漠然とした： はっきりしない 「この方にっ

た合」とあるが、「この方」とはどのような方か。 １日本

には液体のＨ２Ｏを表すとして「」と「水」があるという

方 ２と水の区がはっきりとあって、それぞれに名前がある

という方 ３は温かいもの、水は冷たいものであるのが当た



り前であるという方 ４自然界には、水との明な温度の区分

は本来存在しないという方 正解 ２ （３） 「何杯食べても

四百か」 男は、ラメン屋の立て看板にめをやると、すぐに

店の中に入った。 男は若く、体格が良く、かなりの大食. 

ラメンを一杯、く食べると二杯目に入った。 「お客さん、

どんどん食べてください」 やがて、三杯目。これもクリア

。 （「①まだまだしないで、もっとたべてもいいんですよ

」） 「それにしても、（②こんなことでよく商が成り立つ

な）」 男は四杯目に入った。だが、さすがに全部食べるこ

とはできなかった。 「もう腹いっぱい。四杯でやめておく

よ。お勘定！」 「千六百です」 「えっ、四百じゃないんで

すか」 「お客さん、外の看板をみてくださいよ」 「おかし

いな」と思い、看板をると（何杯で食べても一杯四百）の

まちがいだった。 注１体格が良い：体が大きくてしっかり

している 注２大食： たくさん食べる人 注３成り立つ： で

きる １①「まだまだしないで、もっとたべてもいいんです

よ」とあるが、店の人はなぜこういったと考えられるか？ 

１客が食べれば食べるほどそれだけ自分がもうかると考え

たから ２客がしていると思い、もっとすすめようと思った

から ３客がとてもおなかがすいていてかわいそうに思えた

から ４客がラメンをどんどん食べる子が持ちよく考えたか

ら ２男が②「こんなことでよく商が成り立つな」と考えた

のはなぜか。 １その店の人が自分に理に食べさせようとし

たから ２その店のラメンは何杯食べても四百だと思ったか

ら ３その店ではラメンが一杯四百しかしなかったから ４そ

の店で食べたラメンがあまりおいしくなかったから 正解 １
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